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池 *袋モンパルナスやト *キワ荘など、アーティストの揺籃
の場として歴史があり、マンガ・アニメから伝統芸能ま
で、新旧の池袋文化が根付いている。
東京芸術劇場、あうるすぽっと、Hareza 池袋など、
集客施設が充実し、文化資源活用による新たなまちづ
くりのポテンシャルを秘めている。

来街者の年齢層・家族構成・職業が多様で、駅周辺に
集積する商業施設の後背地には、住宅や事務所が広が
り、職住商が近接している。
駅至近に大学が立地し、学生の往来が多く、繁華街に
若者が集っている。
アジアを中心とした外国人居住者も多い。

鉄道４社８路線が乗り入れ、首都圏各都市へのアクセス利便性が
高い。
乗降客数が１日あたり約 200 万人を誇る世界有数のターミナル駅を
有している。
鉄道利用者の 3/4 は乗り換え利用者であり、池袋のまちを訪れる
潜在的な需要がある。
国際空港等と結ぶ高速バスや周辺地域と結ぶ路線バス、池袋のま
ちを周遊するイ *ケバスが運行し、多様なエリアを網羅している。

緑豊かで居心地の良い南池袋公園や音楽・演劇等が楽しめる池袋西口公園
など、駅周辺の公園が再整備されている。
駅東西のグリーン大通りとアゼリア通りの広幅員道路では、歩行者中心の
道路再編の期待が高まっている。また、立教通りの無電柱化・車道の一方
通行化など、歩行者空間拡大の取組が進められている。
環状 5 の 1 号線の整備を契機として、駅周辺の通過交通の更なる転換が見
込まれている。

南池袋公園

池袋の広域アクセス

マンガ・アニメの魅力発信 ふくろ祭り/ 東京よさこい

立教大学 池袋駅西口の飲食店街

特性① 　「芸術・文化を軸とした豊島新時代」のまちづくり

　幅広い世代が集い、多様な人々が生活する「新陳代謝が活発なまち」特性②

特性③

特性④ 　「魅力的な公共空間」へ再整備

　池袋駅を中心とした「広域交通結節点」を形成

池袋駅周辺地域の特性と課題４
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出典：豊島区みどりの基本計画（平成 28 年 3月）

東口駅前広場

西口駅前広場 ウイロード

びっくりガード

北地下通路
中央地下通路

南地下通路

西口五差路

歩行者のバリアとなる範囲
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〈外国人旅行者の訪問場所〉

（地上）駅まち動線
（地上）東西動線
（地下）

（地上）歩行者空間

駅周辺の緑被率が低く、居心地の良い緑化空間が形成さ
れていない。
歩きながらみどりと親しむ機会や都市の中の新たな自然
環境の創出、美しいみどりの景観づくりが求められている。

鉄道や駅前の車道などの交通インフラが歩行者のバリアとなって
おり、東西のまちからまちへ人の回遊性が乏しい。
まちの東西をつなぐ公共の道路がウイロード、びっくりガードに
限られており、特にウイロードは、駅や周辺施設と有効に接続さ
れていない。
鉄道施設内の地下通路は、駅利用者の交錯やバ *リアフリー未
対応な箇所があり、円滑な歩行者動線となっていない。
駅の出入口がわかりづらく、また、駅周辺に人々の滞留や交流
を促す心地よい歩行者空間が不足している。
バスやタクシーの乗降施設が分散しわかりづらく、駅から乗降
施設に向かう間に複数回車道を横断する必要があり、交通結節
機能に劣る。
西口五差路交差点の形状により、円滑な車両交通や歩行者の
駅からまちへの移動を阻害している。
移動制約者や荷さばき需要等に対応する駐車場施設、観光用の
貸切バス乗降施設が不足している。

駅を中心に建築後 40 年以上を経過した老朽建物が多く、施設の
更新時期を迎えている。
駅直近に芸術・文化の情報発信や表現の場が少ない。
訪都地としての人気が高くなく、ニーズに合った宿泊場所が少ない。
大規模なオフィスビルや企業の本社が少ない。

東日本大震災による池袋駅構内の様子 東日本大震災による公衆電話の列

災害時の一 *時待機場所、一 *時滞在施設が不足している。
複数管理者間の災害時における避難誘導や帰 *宅困難者
支援などの危機管理体制が整っていない。
既存のエネルギー基盤を活かした環境負荷低減の取組
が不足している。

出典：豊島区みどりの基本計画（令和５年）

本整備方針の対象範囲

出典：国・地域別外国人旅行者行動特性調査結果
／東京都（令和 4 年）

　都内他地域と比較して「世界中から人を惹きつける拠点性」が低い課題①

課題② 　まちの東西の「回遊性」・駅からまちへの「流動性」が乏しい

課題③ 　駅周辺に「みどり」が少ない

課題④ 　交通ターミナル周辺としての「防災性」と「環境配慮」が不足している
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朋有小学校

西池袋公園

●自由学園
明日館

東池袋公園

日出町第二公園

日出町公園

2015 年7月指定
特定都市再生
緊急整備地域

南池袋小学校

雑司ヶ谷霊園

’

ルミネ

●
アニメイト

●
アウルタワー

●あうるすぽっと
●ライズシティ池袋

サンシャインシティ

東池袋中央公園

南池袋公園

ビックカメラ
池袋本店

●

Phase ３．東西のシンボルストリートを中心としたウォーカブルなまちづくり

■南池袋2丁目C地区
※市街地再開発事業
（2018 年6月 都市計画決定）

■東京国際大学
（2023 年秋 開校予定）

東池袋1丁目地区
※市街地再開発事業

東京国際大学

■池袋駅西口地区（イメージ）
� 再開発 サンクンガーデン⇒

中池袋公園●
WACCA 池袋

■東池袋一丁目地区※市街地再開発事業
(2020 年9月 都市計画決定)

ダイヤゲート池袋

南池袋
2丁目
Ｃ地区

Hareza 池袋

帝京平成大学

立教大学

リビエラ
●

● ホテル
メトロポリタン

■池袋駅東口グリーン大通り広場化

西池袋1丁目地区
※市街地再開発事業

総合体育場

イケ・サンパーク

豊島区役所

シンボルストリートを中心とした
回遊性向上エリア（東口）

立教池袋中学校
高等学校

立教小学校

池袋駅西口地区
※市街地再開発事業

池袋駅東口

交通広場
〔クルドサック〕

交通広場
〔クルドサック〕

池袋西口公園
（グローバルリング）

交通広場

～ 池 袋 ら し い ま ち づ くり ～
今後目指す
従来 周辺の賑わいだけではなく

シンボルストリートを中心とした
回遊性向上エリア（西口）

■立教通り整備事業
※無電柱化、一方通行化

出典：池袋駅周辺地域まちづくりガイドライン（平成 28 年）

出典：池袋駅周辺地域基盤整備方針 2018（平成 30 年）

出典：豊島副都心開発調査特別委員会資料（令和 4 年）

池袋駅及び周辺市街地の都市基盤の再編と併せて文化・芸術等の育成・創造・発信・交流等の機能の充実・強化を図るとともに、
魅力ある商業、業務機能等を集積し、国際アート・カルチャー都市を形成

４つの公園と周辺の民間施設との連携により交流、表現、発信の舞台でありアート・カルチャー活動の拠点
となるアート・カルチャー・ハブを育成し、それらをつなぐアート・カルチャー・スポットをまちなかに整備
することで、ネットワーク化していく。

今後目指すべき人中心のウォーカブルなまちづくりのため、 ４つの公
園を核として自然の豊かな関係性を創出しつつそれらをむすぶ魅力
的なシンボルストリートによってシンボルストリートを中心としたエリ
ア全体の回遊性を飛躍的に向上させる。

駅まち結節空間：地下やデッキと地上とをつなぎ駅からまちへ人の流れを拡大する。
東西連 絡通 路：３本の地下通路と連携して東西駅前広場を明快につなぐ。
東 西駅 前広場：交通結節機能を強化し安全で快適な歩行者空間を拡大する。
駅 関 連 施 設 ：誰にとってもわかりやすく快適な駅空間を形成する。
東 西 都 市 軸 ：池袋駅の東西と２つの駅コアを結び人々の交流をまちへ広げる回遊動線の幹を形成する。

これまでの上位計画を踏まえつつ、まちの価値をより高める新たな視点を取り入れ、池袋駅周
辺地域が目指すまちづくりの考え方を再整理するとともに、その発展イメージと本整備方針の
コンセプトを示す。

アート・カルチャーの魅力や都市機能の集積、情報発信により国内外から人を集め、
駅東西の往来の促進やまちに人を送り出すための基盤整備と居心地の良い空間づくり、

安心して暮らせる環境整備を同時に行うことにより「駅袋」からの脱却を図る

アート・カルチャーの魅力や都市機能の集積、情報発信により国内外から人を集め、
駅東西の往来の促進やまちに人を送り出すための基盤整備と居心地の良い空間づくり、

安心して暮らせる環境整備を同時に行うことにより「駅袋」からの脱却を図る

【池袋駅コアの “４つの整備項目” と東西都市軸の形成】

【アート・カルチャー・ハブ/ スポットの育成】

　池袋駅周辺地域のまちづくりの将来像

　都市基盤・都市機能の整備方針

　池袋東口と西口をつなぐウォーカブルなまちづくり 
【東西のシンボルストリートを中心としたウォーカブルなまちづくり】

■上位計画の考え方
＜池袋駅周辺地域の将来像＞

■新たな視点

＜池袋駅コア整備方針 2024 のコンセプト＞

ウォーカブルなまち・池袋に生まれ変わる「脱・駅袋」の実践ウォーカブルなまち・池袋に生まれ変わる「脱・駅袋」の実践

～世界中から人を惹きつける「国際アート・カルチャー都市のメインステージ」～～世界中から人を惹きつける「国際アート・カルチャー都市のメインステージ」～

池袋駅周辺地域の将来像と
まちの発展イメージ・本整備方針のコンセプト５
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鉄道鉄道

駅・百貨店駅・百貨店
・商業施設・商業施設

東西都市軸の強化東西都市軸の強化

：人の活動

：東西連絡通路：東西都市軸

：駅まち結節空間：アート・カルチャー・ハブ

：本整備方針の対象範囲

まちの顔となる駅まち結節空間の強化まちの顔となる駅まち結節空間の強化
アート・カルチャー・ハブの新設アート・カルチャー・ハブの新設

鉄道鉄道

駅・百貨店駅・百貨店
・商業施設・商業施設

地下通路の一部拡幅地下通路の一部拡幅
東西デッキ整備東西デッキ整備

【現状】
グリーン大通りやアゼリア通りによる東西都市軸の
形成やアート・カルチャー・ハブの整備が進められ
ているが、池袋駅東西のダンベルの持ち手部分に
あたる駅において、鉄道や車道が東西動線のバリア
となっており、東西のまちが分断されている。
まちを結ぶ鉄道施設内の地下通路等が歩きにくいな
ど様々な要因から、来街者が駅及び駅直近の商業
施設に溜まり、駅からまちへ人の流れが拡大しない。

【将来】
駅まち結節空間、地下通路、東西デッキ、
駅前広場などの整備により、東西のまちの
接続が強化され、駅からまちへ人の流れが
拡大する。
アート・カルチャー・ハブを４つの公園に加
えて駅東西に配置することで、さらなる回遊
の活性化が図られ、人中心の「ウォーカブル
なまちづくり」が実現する。

※将来像の実現に向けて、回遊性の活性化を図ることを目的として、
　アート・カルチャー・ハブを補完するものとしてアート・カルチャー・スポットも配置する。
※池袋駅東口エリアについては、今後開発の機会をとらえて本整備方針を更新していくこととする。

▼ まちの発展イメージ（ダンベル型のまちづくりの実現に向けて）




